
                                                           2019.11.26  熊連協広報部                                         

期 各期校友会広報部の課題（問題点）と対応策 熊連協広報部へのご意見 

25 体調不良者や執筆意欲減が多く、投稿者難。出席しなかった会員への報告義務として定例事業結果を主

に、２頁には“柔らかい”記事を載せるようにしていますが、会員のエピソード取材に苦労しています。対策は、

地道に何度も投稿依頼するしかありません。「貴方の文章がネットに載りますよ！」が謳い文句ですが、効き目

のほどは・・ 

 

2７ 「彩熊２７ニュ－ス」として 29,30 年度は年 2 回発行、6 ペ－ジ、8 ペ－ジになり、カラ－写真掲載の為インク代

が大幅増加、予算超過が 2年続いた為、年 1回にした。 
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・ＰＣを日頃から操作する会員は 5～6名、速やかな情報伝達はＦＡＸまたはポスティングや郵送で 済ましてい

る。 

・従来は会報、理事会決定事項の情報伝達に班長の個人差があり、周知徹底に可なりの日時を 要した。こ

れらを改善するために…4年前から次のように変更した。 

 会報・・・費用が掛かる、カラ－刷りの複数ペ－ジの会報を 1 枚に集約。「さいゆうだより」として理事 会終了

後 5日以内に理事会を主体として作成し、速やかな情報伝達に努めて現在に至っている。 会報制作費軽減

のお陰で年会費 3,000円→1,000円に値下げが実現。 

 定期的に理事会では新スタイルの会報の改善工夫、要望の意見交換を継続。（見本第 46 号）・速やかな資

料配布の手段として、29 期資料配布ネットワ－クを作成、各クラブ、趣味のサ－クル 班活動等でお願いして

いる。 

9/4第 3回理事会で「40期自主学習会」案内があり

ましたが、熊連協ホ－ムペ－ジを閲覧すると「37

期自主学習会」も掲載されており、ＰＣに不得意な

我が 29 期校友会員は気付けません。せめて理事会

の席上で各期会長にはホ－ムペ－ジ掲載のご紹介、

ご案内をいただければ助かります。 

 

（回答）タイミング的に合えば理事会で紹介します 

 

 

32 

2017年度までは年1回広報（１４ページで表紙だけカラーで他は白黒のハーフトーン）を発行していたが、年 1

回ではタイミングが合わず、しかも肝心な原稿が集まらないという問題がありました。各人が意識して原稿を作

成して頂ければ出ると思っていましたが、期待できないと判断して昨年度から広報の発行を止めました。その

代替えとして、発表したいテーマが有れば各理事会に提案していただき、理事会の状況報告と一緒にメンバ

ーに配布するシステムをとっています。残念ながら、まだ 1件も提案がないのが現状です。今は総務部長が広

報部長を兼ねて、熊連協や県連協の行事、他のトピックス等を知らせています。 

 

33 １、広報部を廃止：熊連協 HPへの掲載をもってその役を担っている（HP担当＝総務部員） 

２、HP 投稿記事の確保：役員が HP 各ページの出稿体制を分担し（会長＝Top・総務部長＝会議報告・企画

 



部長＝年間行事）また、理事会にて班活動・クラブ活動・他の出稿を啓蒙している。（投稿数下記） 

議事録：４回、花ボラ関係：２回、クラブ活動関係:２回、班活動：2回 社会活動報告：1回 

34 昨年までは年２回発行していたが、会員減少により定期発行やめ必要により発行することとした。  

37   紙面のマンネリ化があると思うが、ご批判（関心）がないので現状維持。打開策は、広報部長・関係者を交換

し、新風を吹き込むこと。 

金がかからないように、出来るだけ熊連協としては活動

しない。50 年史・県連協会報等はいらない（回答）今後

検討 

39 ・部員数が少ないので、活動が限られる。班・クラブ・熊連協行事参加等の行事毎に、HP から

A4 印刷し、A3に拡大コピーの上貼り付けて、理事会・いきいきサロン開催時に壁新聞として提

供。自宅にパソコンがない等、HP が見られない人が半数以上いるので、その方達に情報提供と

している。HPへのアップは各班・クラブも意識しているので順調と思う。 

広報関係の連絡は、理事会会長経由となっています

が、広報部長へ直接送信できないでしょうか。 

（回答）基本は理事会会長経由ですが広報部長のＰ

Ｃ アドレスが登録してある期は可能な限り送信   

40 段々と掲載テーマが少なくなってしまうこと。  

43 会員が１８名ということで、具体的な広報活動の予定はありません。今後、様子を見ながら対応  

2-1 会員の負担軽減を図り、年会費削減したため広報予算なしとした。必要により HP又はメール配信で対応  

2-2 投稿者が偏っている 読者が増えない。 各期の活動報告が少ない。 

専１ 特に広報予算を計上していないため、広報誌・ニュース等は発行できないのでＨＰ中心の広報活動になって

いる。但しＰＣやスマホを持っていない会員もかなりいる為、熊連協の学習会・文化祭・芸能祭等の参加案内

や各理事会報告等は、広報部の一括メ－ルで通達。それでも連絡出来ない会員には各クラス理事から手紙

で送付（この対応には結構手間がかかっています） 

 

専３

(火） 

広報部担当としては 10名所属ですが、実質的には私 1名です。HPに事業実施の度に投稿し、各自が HPを

閲覧。会報誌の発行はありませんが、総会資料に事業報告として写真を添付し報告しています。予算もありま

せんので、次年度もこのやり方でいいのかと思います。 

いつもお世話になります。そしていつも早い投稿ありが

とうございます。 

 


